
 

 

日毎に気温が高まり、暑さが厳しい季節となりましたが、いかがお過ごしでしょうか。

今年度も「自立活動だより」として、さまざまな情報を掲載したいと思いますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。今回は４月から７月に実施した校内研修について御紹介し

ます。 

自立活動学習会『肢体不自由のある子どもへの援助』  （４月６日） 

グループ内で援助者役と子ども役に分かれて実際に移乗をしたり、人形を抱えたりする

などの体験を通して身体への触れ方や支え方などを学びました。また、「脚の曲げ伸ば

し」や「体幹のひねり」など具体的な身体の動かし方についても注意事項を確認しながら

実践しました。 

 

 

 

 

意識しておきたいポイント 

『子どもの身体的特徴に合わせた抱え方を！』 

 

 

 

 

 

 

『適切な方法と適度な力加減で働き掛けましょう』 

 

 

 

 

自立活動だより R８.7  

長崎特別支援学校 自立活動部 



摂食指導研修会   （４月１３日） 

口腔機能の発達順序とその発達に応じた食形態を踏まえて、安全に、かつ機能を高め

る援助についてポイントを確認しました。実技演習は、２班に分かれて実施しました。

１班は、食事中の適切な姿勢やその援助、口腔ケアについて、２班は、食材や温度ごと

にとろみがつくまでの時間や硬さの違い、とろみ調整食品とゲル化剤の違いについてな

ど、それぞれ体験を通して学ぶことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

意識しておきたいポイント  

『子どもの摂食機能に合わせた食形態で食事を楽しく、安全に！』 
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３ ４ 



自立活動学習会『呼吸介助と排痰の援助』 （５月２５日） 

  医療的ケア看護職員の指導を受けながら、呼吸介助と排痰を促す援助（スクイージン

グ）について、実技演習を通して学びました。ペアでの実技では、呼吸のリズムや胸郭

の動きを手のひらで感じながら力の方向や加減を学びました。後半は、グループごとに

事例を見て子どもの身体的特徴と痰の位置に合わせた具体的な支援の方法について検討

し、実践的な力を高めました。 

 

 

 

 

 

 意識しておきたいポイント 

『子どものリズムに合わせた介助で呼吸を楽に、痰の位置に合わせた体位ドレナージとス

クイージングでより少ない負担での排痰を！』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

       

       

       

               
                     
                  
           

           
                     
                  
           

                  
                   
                  
           

         

                                             

                             

                                              

     

                            

               

 

            

                          

             

       

             
          

               
            

       


